東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成27年9月30日(水)　　　　　　　　　　　　司会　西村　将　記録　成田　春佳

	高橋
	前田
	宮澤
	松村
	天間
	澁谷
	滝田
	三浦
	西村
	上野

	休
	明け
	休
	休
	○/深
	休
	○
	○
	○
	準

	織田
	成田
	加藤
	中野
	工藤
	田口
	田端
	加賀
	佐々木（真）
	荒木田

	明け
	○
	○/深
	準
	○
	休
	休
	○
	○
	○

	木村
	金子
	吉田
	佐々木（孝）
	勝田
	西舘
	
	
	
	

	休
	明け
	○
	休
	○/深
	準
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・特に無し
＜患者様連絡事項＞

・黒澤　雄治郎様～9/29の採血結果より、CRP 0.69、WBC 10800の為、セフジトレン(100)3T 

3×毎食後 本日昼より7日分処方となっています。

・倉舘　俊照様～セフジトレン(100)3T 3×毎食後 本日昼より7日分処方となっています。

・巴　勇樹様～10/6(火) 15:00から面談の予定となっています。

・木村　美智子様～10/7 10:00～12:00青明舎スタッフとバス券の申請の為、10/14 10:30～15:00に施設見学の為それぞれ外出の予定となっています。また、地域移行支援事業として10月より週に一回の頻度で青明舎の利用開始となります。

・吹越　勇一様～療養環境変更目的にて東Cユニットから東合併症室へ変更となります。

・水梨　礼子様～療養環境変更目的にて東Bユニットから西Bユニットへ変更となります。

＜隔離室入室・患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～終日隔離中。9:00～11:00、14:00～16:00開放観察実施。開放中の問題行動無し。壁なぞりは続いているが、対面時穏やかで粗暴行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入していきます。

・木村　格治様～終日隔離中。粗暴行為やドア蹴りは無いですが、大声での訴えや一方的な要求続いており、まくしたてるように話しています。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入していきます。
・小向　勝見様～身体拘束中。昨夕から食事開始となっており、朝食は主食1/5、副食1/3介助にて摂取出来ているが、昼食は満腹感訴え不食されています。経管栄養のトラブルなし。一時的に拘束を解除し離床しているが、チューブをいじることなく経過しています。引き続き、循環障害に注意し、早期の拘束解除に向け介入をしていきます。また、見守りのもと離床促していきます。

・黒澤　雄治郎様～身体拘束中。経管栄養トラブル無し。午前中に拘束を解除して清拭行うが、チューブを気にしている仕草あり。掻痒感あり、体動みられています。37℃台の発熱みられています。引き続き、循環障害に注意し、早期の拘束解除に向け介入していきます。

＜要注目患者様＞

・斉藤　秀子様～食事摂取不良、顔色不良となっています。食事は摂取の意志はありますが、自力での摂取困難の為介助しています。エンシュアリキッドは自力で摂取すること出来ています。引き続き身体症状の観察を行い、転倒に注意していきます。また、排泄回数少ない為、随時水分摂取促していきます。

・渡部　博之様～点滴の拒否は無く、自己抜去することなく経過しています。手指の振戦ある為、食事は介助にて摂取しています。着衣の便汚染あり、介入要しています。リハビリパンツは注文している為、届き次第リハビリパンツ着用となります。

· 吹越　勇一様～車椅子を使用せずに歩く事あり介入しています。小刻み歩行となるこ

ある為、転倒に注意して観察行っていきます。

・木村　美智子様～退院に向けた支援進めていますが、「外出時に怖い声が聞こえてきたらどうしよう」と幻聴に関する不安訴えています。精神症状の観察行い、不安の訴えがある際は傾聴したいと思います。

＜深澤Ｄｒ診察＞

・木村　美智子様～臨時薬同内容で7日分、以後定期にて処方となります。

・市川　真紀子様～クロザリル同内容にて処方継続となっています。

・小田　沙也加様～臨時薬内容変更にて7日分処方となる。

· 石橋　政雄様～夜間不眠の為、ルネスタ(1)1Tからベルソムラ(15)1Tへ変更となる。

他同内容にて7日分処方となる。

＜新入院患者様＞

氏名　：浪打　實様（82）

生年月日：S7.10.8

　主治医：田名部Ｄｒ

入院形態：医療保護入院

　病棟　：東病棟合併症室

　住所　：八戸市新井田出口平50-9

電話番号：090-2663-1778（長男様携帯）

　保護者：浪打勝彦様（長男様）

【経過】

H24.9.9サービス付き高齢者住宅「悠湯の里」へ入所。入所に伴いH24.9.12当院へ転院、初診。H24.10月下旬より被害的な発言多く、施設での対応困難となった事からH25.10.13当院1回目の入院。H25.10.13当院退院後はサービス付き高齢者住宅「サコージュ塩入」入所、東八戸病院へ通院。H27.4月頃より職員に対し攻撃的、身体不調の訴え増加し、八戸生協診療所にて検査するも異常所見なし。同院より、当院の受診を勧められ当院への通院再開。全体的に自立度低下、失禁、不眠等が増加、介助を要する状態となり施設での対応困難となり、入院治療を希望しH27.8.25当院2回目の入院。H27.8.29右肩痛を訴え拳上困難あり、レントゲン結果より骨折所見あり、室岡整形外科受診。右上腕骨骨折にて八戸赤十字病院への受診勧められ手術適応にて当院退院。同年9.9八戸赤十字病院整形外科にて手術施行。東病棟合併症室へ医療保護入院予定となっている。

移動：一部介助（寝返り不可）

歩行：一部介助

食事：一部介助（粥・キザミ食）

排泄：全介助（オムツ）

入浴：全介助

着替え：全介助
